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一節 はじめに   
近年、日本は少子化の進展によって内需産業の衰退が予想されている。さらに、地方都  
市は財源が乏しく財政力がなく地域間格差が広がっている。それらの問題を解決する一つ  
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第2一卜5図 サービス収支項目別推移  
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‡賛科〉日東銀行「園愕収支統計」から作成．  

























三節 観光が経済に与えるプラスの影響  
































えられている。（ジェームズ・マック2005）   
観光の受け入れ経済に与えるプラスの影響を考えてみる。これは、経済的に言えば他の  







観光産業における雇用は、平均年率2．7％で成長している。（ジェームズ ・マック200  
5）   
世界旅行観光協議会（WTTC：TIleⅦbrld取avel＆ 恥udsmCou．ncil）の出している、  
観光の世界経済への効果を見てみると、1、世界規模では、旅行者および準旅行者による  
旅行・観光支出は、4兆2111億米ドルと推計される。個人消費者の旅行関連支出は2  
兆5000億ドル、または総額の約50％を超えている。 2、旅行・観光産業（T＆T産業）  
は世界の国内総生産に1兆1951億ドル、またはその3．6％の寄与を行っており、世  
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界全体の雇用の2．8％を生み出している。   
以上、見てきたことから、観光は受け入れ経済にとってGDP増加と雇用創出に寄与して  
おり、それは他産業以上の伸びを示している事から今後も成長が期待しうるものである事  































































ジネスになると思った」という。（日本経済新聞2007・1・22）』   
そのブームを受けてカンタス空港が千歳－ケアンズ直行便を就航し、豪州スキーリゾ  
ート会社がニセコのスキー場を買収するという動きも出てきている。ニセコのある倶知  




人数を見てみることにする。   
これを見ると、全観光客で見た場合、平成13年度から平成17年魔の増加が44，  
200人であることがわかる（654，000－609，80～0人）。この数はオースト  




















































ジャパン ・キャンペーンを行っているが、2006年の訪日外国人客数は733万人で  
ある。それと、比べてみればラスベガスという一都市がいかに多くの観光客を集めてい  
るかが分かる。   
ここまで、ラスベガスが短期間のうちに超観光都市になった経緯を見てきた。ハワー  
ド・ヒューズがホテル買収を始めた都市が、東海道新幹線と名神高速道路の開通による  
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現在、カジノを核に、豪華ホテルや有名シェフのレストラン、高級ブランド店、大劇  






















































ている。 ゴルフコースで使われる肥料や除草剤が近隣の水質を汚染する事もある。イエロ  
ーストーン国立公園では、スノーモービルが騒音を生み出し、空気を汚しているし、道端  
の醜い宣伝、お粗末な企画・設計の観光客向け施設は、景観汚染である。  





ど）財政を圧迫している。ヨーロッパでも、都心部の交通渋滞が問題になっている。   
衆境と交通問題は地域住民にとって無視できない問題であり、大きな社会的コストであ  
ることが分かった。  























































5‘   
空運貸が値下げされたため、観光客到着数が11月までに17％増加している。 （2003  
年国際観光概観）2005年にはインド（13％増）、ブータン（47％増）も記録的な増  




では2000年の11％からじょうしょうし、すでに31％に達している。 （2002年  
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